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集団辻伝分野
庄武孝菰･川本 芳･平井啓久
く研究概要)
A)ニホンザルの集団遺伝学的研究
庄武孝義･川本 芳･変田 靖1)
ニホンザルの処田中に見られる分子変晃(蛋白
質･DNA)を調査し､迫伝的変異の保有機柄､集
団の遺伝的鯛追､ならびに地域熊田成立の進化的
背景の解明をめざしている｡前年度に引き続きミ
トコンドリアDNAの地理的変兄に関する調査を
おこない､Dループ田城の塩基･配列比較を進めた｡
この分析の対象として従来は現生の動物のみを対
象としてきたが､今年度から絶滅地域に残る舌骨
も分析の対象に組み入れた｡これらの分析結果を､
札幌市で開催された節13回日本盃長頬学会大会な
らびに富士吉田市で開催された開先甲信越ニホン
ザル ･フォーラムで発表した｡
また,本年度からニホンザルの亜種に分類され
るヤクシマザルの迫伝的特性の調査を開始した｡
マイクロサテライトDNAとミトコンドリアDNA
についてホンドザルとの遺伝的変異性の相違を分
析している｡
B)Macaca属サルの系統関係
川本 芳･Perwitasari-FarajalahDyah2)･
庄武孝義
Macaca属サル各種の遺伝子構成､遺伝的変異
性を比較し.各種の遺伝的特性,系統関係を検討
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